
平成 25年  9月 12日

熊本県病院薬剤師会

会長 齋 藤 秀 之  様

公益社団法人 熊本県薬剤師会
会長 廣 田 誠 介

認定実務実習指導薬剤師養成講習会の開催について

時下 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、標記講座 (座学ア・イ・ ウ・オ)を下記 日程で開催いたします。
これは、長期実務実習に対応する「認定実務実習指導薬剤師」の養成に

おける、①原則 5年以上の実務経験が必要であること、②継続して 3年以
上勤務していること、③ワークショップ形式の研修に参加すること、④各
テーマの講習会形式の研修を受講すること、という認定要件のうちの④の

項目の研修となります。
つきましては、一人でも多くの方が認定実務実習指導薬剤師となられま
すようお願いするとともに、貴会会員への参加についてご周知下さいます
よう併せてお願い申し上げます。

1。 同 時 :平成 2
座学ア

座学イ

座学ウ

座学オ

記

年 11月 17日 (日 )
平成 25年 11月 17日 (日 )
平成 25年 11月 17日 (日 )
平成 25年 11月 17日 (日 )
平成 25年 11月 17日 (日 )

9時 3
13日寺0

14時 3
16日寺0

0分～
0分～
0分～
0分～

2.場 熊本県薬剤師会館多目的大ホール

3.参力日申込 :平成 25年 10月 31日 (木)迄に FAX(096‐ 370‐ 5888)も しく
は、メールG重運歯囲囮曜盤L∝.ip)にてお申し込みください。

(公社)熊本県薬剤師会 薬学生実務実習委員会
担当副会長 藤井憲一郎、
担当常務理事/委員長 富永孝治

事務局 岩 田
TEL:096‐ 370‐5800  FAX:096‐ 370‐ 5888

E-mail : info@kumayaku.or



平成 25年度 認定実務実習指導薬剤師養成講習会 11ノ175月

※注意 :こ の養成講習会は、認定要件の一つとして時間厳守の研修会となりますので、

途中からの参加、退席は出来ません。予め御了承下さるよう御願い申し上げます。

○プログラム (公開型 ):

o受 講料 :(公社 )熊本県薬剤師会会員 無料
※ なお、非会員につきましては、参カロ費として一講座につき 5∞ 円をいただきます。

○受講証 :レポー ト回収時に交付

○成果確認 :当 日、成果をレポー トとして提出

○その他 :講演資料集 (冊子)を配布

講座ア 「学生の指導について」

9:30～ 10:30

10:30～ 10:55

10:55～ 11:15

11:15～ 11:40

11:40～ 11:50

11:50～ 12:20

①医療職教育に思う一学生の指導に向けて

日本赤十字武蔵野短期大学教授 畑 尾 正 彦 氏
②スケジュールの作成・評価について
・薬局における実務実習のスケジュールアップについて

日本薬剤師会理事 永 田 泰 造 氏
・薬局における実務実習の評価について

日本薬剤師会 薬学教育に関する特別委員会

実習指導体制整備検討会委員長 高 橋  寛 氏
・病院における実務実習のスケジュール作成について

日本病院薬剤師会常務理事・

筑波大学附属病院薬剤部長 幸 田 幸 直 氏
・病院における実務実習の評価について

日本病院薬剤師会常務理事・

筑波大学附属病院薬剤部長 幸 田 幸 直 氏
③成果のレポー ト作成

講座イ 「薬剤師の理念について」
13:00～ 13:45

13:45-14:15

①薬斉J師の理念について

日本薬剤師会 会長
②成果のレポート作成

氏孝玉児

講座 ウ 「実務実習モデル・コアカリキュラムについて」
14:30～ 15:20

15:20～ 15:50

①実務実習モデル・コアカリキュラムについて

熊本大学大学院生命科学研究部・

熊本大学薬学部附属育薬フロンティアセンター教授

入 江 徹 美 氏

②成果のレポート作成

講座オ 「参加型実務実習の実施方法について」

16:00～ 16:30

16:30～ 17:00

①参加型実務実習の実施方法について

法政大学法科大学院法務研究科教授・弁護士

今 井 猛 嘉 氏

②成果のレポート作成



認定実務実習指導薬剤師養成講習会

FAX096¨ 370‐ 5880、 E‐m』           0

(出席されます方は、□にレ点をお願いいたします。)

平成 25年 11月 17日 (日 )

□ 座学ア に出席いたします

□ 座学イ に出席いたします

□ 座学ウ に出席いたします

□ 座学オ に出席いたします

●勤務先 :

一 et名 :


